
 

 

 
在宅生活改善調査結果 

 
①調査の概要 

ア 調査の目的 

在宅で生活するうえで必要な資源、環境、又は現在のサービスでは在宅での生活の維持が困難と

なる要因を把握し、地域に不足する介護サービス等を検討することを目的とするものです。 

 

イ 調査の対象 

松江市内の居宅介護支援事業所８２事業所 

 

ウ 調査の期間 

 202３(令和５)年１月１８日～２月８日 

 

エ 調査の手法 

メールによる送信・回収 

 
オ 回収数・回収率 

有効回収数 6３事業所 

回収率      7６.８％ 

 

 

② 調査結果 

(１) 【自宅等から居場所を変更した方の状況】 

（※施策の柱(案)→➎医療・介護の連携強化） 

● 過去1年間に自宅等から居場所を変更したのは９４２人で、要介護度別にみると要介護1が23.8%

で最も多く、要介護１～５が 88.0％となっています。 

 

(２) 【現在のサービス利用では生活の維持が難しくなっている方の状況】 

（※施策の柱(案)→➋介護予防・重度化防止の効果的な取組み➏適正化の推進） 

● 現在のサービス利用で自宅等での生活の維持が難しくなっている方は、女性や 85 歳以上、高齢者

のみの世帯に多くみられます。現在の生活を維持するために利用している介護保険サービスは、自

宅に比べ、住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅・軽費老人ホームにおいて訪問系

サービスや福祉用具貸与などの利用の割合が多くみられます。 
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「認知症の症状の悪化」の具体的な内容 

（要介護度別、複数回答） 

「必要な身体介護」の具体的な内容 

（要介護度別、複数回答） 
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12.5 
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0% 20% 40% 60% 80%

家事に支障がある

一人での外出が困難

薬の飲み忘れ

金銭管理が困難

意欲の低下

徘徊がある

暴言 暴力などがある

強い介護拒否がある

深夜の対応

近隣住民等との     

その他

無回答

要介護3～要介護5(n=24)

生活の維持が難しくなっている理由 

（本人の状態に属する理由） 

（要介護度別、複数回答） 

生活の維持が難しくなっている理由 

（家族等介護者の意向・負担等に属する理由） 

（要介護度別、複数回答） 

(３) 【自宅等での生活の維持が難しくなっている理由】  

（※施策の柱(案)→➎医療・介護の連携強化➐地域共生社会に向けた包括的支援➒認知症の共生・予防） 

● 自宅等での生活の維持が難しい理由は、認知症の症状の悪化や必要な身体介護の増大が多く、介護

者の介護に係る不安・負担量の増加なども大きな理由となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 認知症の症状悪化の具体的な内容では、要支援１～要介護２の場合 IADL（手段的日常生活動作）の

困難さがあり、要介護３～要介護５の場合、意欲の低下や徘徊、暴言・暴力などBPSD（心理・行動症

状）への対応が求められています。 

必要な身体介護では、全ての介護度で排泄（日中・夜間）への対応が多くなっています。 
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5.8 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%

必要な生活支援の

発生・増大

必要な身体介護の増大

認知症の症状の悪化

医療的  ・医療処置の

必要性の高まり

その他、本人の状態等の悪化

本人の状態等の改善

該当なし

合計(n=259)
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9.7 

32.0 

14.3 

10.0 

23.6 

18.9 

13.1 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80%

介護者の介護に係る

不安 負担量の増大

介護者が 一部の居宅

     の利用を望まないから

家族等の介護等技術

では対応が困難

費用負担が重いから

家族等の就労継続が

困難になり始めたから

本人と家族等の関係性に

課題があるから

その他 家族等介護者の

意向等があるから

該当なし

無回答

合計(n=259)
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22.7 

61.3 

48.0 

48.0 

32.0 
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0% 20% 40% 60% 80%

見守り 付き添い

移乗 移動

食事摂取

排泄(日中)

排泄(夜間)

入浴

更衣 整容

その他

無回答

要支援1～要介護2(n=75)
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